
 

 

「 ぐ ん ま 地 域 医 療 会 議 」 の 取 組 状 況 に つ い て 

県内の医療関係団体で構成する「ぐんま地域医療会議」において、県内病院への医師配
置の実態や要望に関する調査、群馬大学医学部各診療科における医師数の増減状況等を
踏まえ、『令和７年度に向けた医師適正配置方針』を別添のとおりとりまとめました。 

来年度の医師配置の検討や医師確保の取組の参考となるよう、この方針を、県内の各病
院に通知します。 

 
１ ぐんま地域医療会議とは ※構成員一覧は別紙参照 

本県における医師の適正配置等に向けた方針を県全体で協議する場として、県、群馬大
学、県医師会、県病院協会など県内の医療関係団体の参画の下、平成 30 年３月に設置。
「群馬大学医学部附属病院地域医療研究・教育センター」※が実施する本県の医療に関す
る調査・報告を基に、県内医師配置の適正化などに取り組んでいる。 

※「地域医療研究・教育センター」とは 
群大病院改革の柱の一つとして、県内の医療スタッフの人材育成や医療ネットワークの充

実を図ることを目的に、平成 29 年 11 月に群大病院に設置。県内医療事情の調査・検証や医
療従事者のキャリア形成支援などに取り組んでいる。 

 
２ ぐんま地域医療会議の今年度の開催状況 

回 数 日  程 概 要 

第 1 回 R6. 9. 17 
(書面開催) 

○ 群大病院各診療科の医師転出入状況の報告 
○ 今年度の取組やスケジュールについて協議 

第２回 R6.12. 3 ○ 県内病院に対して実施した医師勤務等の実態と医師配置の要望
に関する調査結果の報告 

○ 群大病院診療科との意見交換の状況報告 

第３回 R7. 2.12 ○ 『令和７年度に向けた医師適正配置方針』の決定 

 

令和７年２月１７日 
○群馬大学医学部附属病院 

地域医療研究・教育センター（TEL:027-220-7957） 
○群馬県健康福祉部医務課医師確保対策室 

医師確保対策係（TEL:027-226-2540 内線：2540） 



 
 

                                                         
令和７年２月１７日 

 

令和７年度に向けた群馬県医師適正配置方針 
 

                                                        ぐんま地域医療会議  

 

  ぐんま地域医療会議では、群馬県、県医師会等の医療関係団体、そして、群馬大学医学部

附属病院の代表者が参加し、適正な医師配置に向けた方針の作成に取り組んできました。 

  今回の配置方針の作成にあたっては、県内各病院の医師配置の現状・要望、群馬大学医学

部各診療科における医師数の増減状況等を踏まえ、地域で真に必要とされる医療を充足する

ことを目標に検討を行いました。 

その結果、下記のとおり、群馬県、群馬大学医学部附属病院及び県内各病院等に対して、

令和７年度に向けた医師適正配置方針を提案します。 

 

記 

１ 来年度の具体的な医師配置等の提案 

（１）東部圏域における周産期医療に対する診療体制の強化 

周産期医療に関して、東部圏域で中核的な役割を担っている医療機関において、産婦

人科医の不足に伴い、ハイリスク分娩への対応が困難となる恐れがあることから、東部

圏域の周産期医療体制を強化するため、医師の配置（増員）を提案する。 

 

（２）本県における新生児疾患に対する診療体制の強化 
高度な新生児医療については、その多くが本県の総合周産期母子医療センターにおい

て、365 日体制で提供されていることから、医師の負担軽減を図るとともに、診療体制を
強化するため、総合周産期母子医療センターへの医師の配置（増員）を提案する。 

 

（３）本県における脳疾患に対する診療体制の強化 

脳疾患に関して、利根沼田圏域で中核的な役割を担っている医療機関の診療体制を強

化するため、医師の配置（増員）を提案する。これにより北毛地域の脳卒中急性期診療体

制が改善することを目指す。 

なお、本県において、てんかん治療等の重要な施設である渋川圏域の医療機関の診療

体制強化のため、令和６年１０月に医師の配置（増員）を行った。 

 

（４）子育て世代の医師が働きやすい環境の整備 

妊娠・出産等のライフイベントを抱える女性医師を始め、子育て世代の医師が働きや

すい環境の整備に、各医療機関、県医師会と県が一体となって一層取り組むことを提案

する。 
 

２ 引き続き取り組むべき課題 

（１）医師確保対策について 

① 群馬大学は、本県唯一の医師養成専門機関であることから、各病院からの医師の配置

要望に応えるため、本県の地域医療を支える医師養成の一層の充実を図り、各診療科

からの医師派遣機能を強化するための取組が求められている。 

② 県は、医学部地域枠の更なる増員、新設に努めるととともに、『ドクターズカムホー

ムプロジェクト』を一層推進し、より効果的な医師確保対策を実施することが求めら

れている。 

③ 県内各病院は、現場で若手医師を育てる機能の強化や魅力ある病院情報の発信など、

医師確保を進めるための取組が求められている。 

 

（２）医師確保対策と一体的に取り組むべき課題 

     実効性ある医師確保対策と併せて、令和６年４月から施行された医師の働き方改革を

踏まえ、引き続き、医師が健康に働き続けられる環境を整備し、安全・安心な医療を持

続的に提供する。 



ぐ ん ま 地 域 医 療 会 議
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《 説 明 用 資 料 》

医師適正配置方針
令 和 ７ 年 度 に 向 け た

方針策定の流れ

①県内各病院の
医師不足状況・
要望の把握

②群大各診療科
の状況把握

③課題の抽出
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検討・協議
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令和７年度医師適正配置方針概要

(１)東部圏域における周産期医療に対する診療体制の強化

•周産期医療に関して、東部圏域で中核的な役割を担っている医療機関において、産婦人
科医の不足に伴い、ハイリスク分娩への対応が困難となる恐れがあることから、東部圏
域の周産期医療体制を強化するため、医師の配置（増員）を提案する。

(２)本県における新生児疾患に対する診療体制の強化

•高度な新生児医療については、その多くが本県の総合周産期母子医療センターにおいて、
365日体制で提供されていることから、医師の負担軽減を図るとともに、診療体制を強化
するため、総合周産期母子医療センターへの医師の配置（増員）を提案する。
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１ 来年度の具体的な医師配置等の提案

令和７年度医師適正配置方針概要

(３)本県における脳疾患に対する診療体制の強化

•脳疾患に関して、利根沼田圏域で中核的な役割を担っている医療機関の診療体制を強化
するため、医師の配置（増員）を提案する。これにより北毛地域の脳卒中急性期診療体
制が改善することを目指す。

•なお、本県において、てんかん治療等の重要な施設である渋川圏域の医療機関の診療体
制強化のため、令和６年１０月に医師の配置（増員）を行った。

(４)子育て世代の医師が働きやすい環境の整備

•妊娠・出産等のライフイベントを抱える女性医師を始め、子育て世代の医師が働きやすい
環境の整備に、各医療機関、県医師会と県が一体となって一層取り組むことを提案する。
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１ 来年度の具体的な医師配置等の提案



•本県の地域医療を支える医師養成

•各診療科からの医師派遣機能の強化群馬大学
•医学部地域枠の更なる増員・新設

• DCHP*の一層の推進、新たな取組の実施群 馬 県
•現場で医師を育てる機能の強化

•魅力ある病院情報の発信県内各病院

•

若
手
医
師
・
中
堅
医
師
の
確
保

•

地
域
・
診
療
科
偏
在
の
解
消
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令和７年度医師適正配置方針概要

２ 引き続き取り組むべき課題
（１）医師確保対策について

* DCHP: ドクターズカムホームプロジェクト
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令和７年度医師適正配置方針概要

２ 引き続き取り組むべき課題
（２）医師確保対策と一体的に取り組むべき課題

・各医療機関における適切な労務管理の推進
・労働時間短縮に向けた更なる取り組み
（ＩＣＴ活用、タスクシフト・タスクシェア など）

・医療機関、県医師会、県が連携して、今後も働き方改革を推進

令和6年4月から施行された医師の働き方改革への対応

・医師が健康に働き続けることができる環境の整備
・安全・安心な医療を持続的に提供



★ 総合周産期母子医療センター
● 地域周産期母子医療センター
▲ 協力医療機関

●
●
●

▲

▲ ●

●

● ●

前橋

渋川

伊勢崎高崎・安中

藤岡

富岡

吾妻

沼田

桐生

太田・館林

★

▲

太田記念病院は、桐生厚生総合
病院とともに、東部圏域の地域
周産期母子医療センターとして、
ハイリスク分娩を含む高度な周
産期医療を提供している。

これまで、県外大学病院から派
遣された医師や、病院で採用し
た医師により診療を行ってきた
が、派遣の終了や退職により、
産婦人科医が不足する状況と
なっている。

引き続き、東部圏域において、
妊娠・出産に関わる健康と安心
を確保するためには、診療体制
の強化が必要

太田記念病院

（参考）東部圏域における周産期医療体制の現状

●

●

●
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（参考）新生児疾患に対する診療体制の現状
（DPCデータにおける分析）

周産期母子医療センターにおける
新生児疾患・先天性奇形(MDC14)の診療状況

★ 総合周産期母子医療センター
● 地域周産期母子医療センター
▲ 協力医療機関

●
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厚生労働省「令和４年度DPC導入の影響評価に関する調査」から作成

件数
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（参考）神経系疾患に対する診療体制の現状
（DPCデータにおける分析）

神経系疾患（MDC01）件数
※ 上位10病院

厚生労働省「令和４年度DPC導入の影響評価に関する調査」から作成

件数

中毛 西毛 北毛 東毛

（参考）医師・歯科医師・薬剤師統計における分析
女性医師割合（医療施設従事医師）
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（資料）厚生労働省「令和４年医師・歯科医師・薬剤師統計」※群馬県のR4実績は独自調査結果

◆医療施設従事医師数に占める女性医師の割合の推移
（全国・群馬県）

◆年齢階層別・男女別医療施設従事医師数及び女性医師割合
（群馬県）

女性医師の割合は年々増加

若手・中堅医師に
おける女性割合は
３割超

％ ％人
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（参考）県・医師会の取組
子育て世代医師が働きやすい環境整備

子育て
医師

保育
サポーター

子育て医師保育
支援相談員

サポーター等の
情報提供相談

具体的な内容や条件の話し合い

調整

オーダーメイドの支援

保育サポーターバンク（群馬県医師会事業）

○主な支援内容の例
・子どもと一緒に自宅（若しくはサポーター宅）で留守番
・当直日や緊急呼び出しを受けた時の自宅（若しくはサポーター宅）
での預かり 等

群馬県医師会
（制度運用／サポーター支援等）

県
補助

今後の取組

情報発信・普及啓発
（県・県医師会・医療機関）

子育て世代医師が
働きやすい環境整備
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登録数(R6.11)
２６７名

登録数(R6.11)
２７３名

新規保育サポーターの確保

保育サポーターの報酬増額
（県補助の増）

県外大学 地域枠

現 状

定員18名

県内で従事する

若手医師を確保

（参考）医学部地域枠の増員･新設

令和７年４月入学者から

Point

1
５名 増員

Point

2

定員27名
群馬大学 地域枠

18名から23名に

４名 新設
東京医科大学 2名
杏林大学 1名
帝京大学 1名

（令和6年10月29日付で国から正式に認可）

12



 
 

   ぐんま地域医療会議会則 
 

                            平成30年3月26日制定 

 （趣  旨） 

第１条 群馬県における地域医療の発展向上のため、公益社団法人群馬県医師会、一般

社団法人群馬県病院協会、群馬大学医学部附属病院及び群馬県は、ぐんま地域医療会

議（以下「本会」という。）を設置し、その運営に関して必要な事項を定める。 

 （目  的） 

第２条 本会は、群馬県内の医療関係機関・団体が協調・連携し、医師を始めとする医

療スタッフの人材交流や育成を図るとともに、地域医療ネットワークを充実させるこ

とにより、地域医療の質と安全の向上に寄与することを目的とする。 

 （事  業） 

第３条 本会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。 

（１）県内医師配置の適正化（医師の地域偏在の解消）等重要事項に関すること。 

（２）医師を始めとする医療スタッフの人材交流や育成に関すること。 

（３）地域医療研究・教育センターへの提案に関すること。 

（４）地域医療関係機関・団体相互の連携に関すること。 

（５）その他前条の目的を達成するために必要な事業 

 （組  織） 

第４条 本会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

（１）公益社団法人群馬県医師会から選出された者 

（２）一般社団法人群馬県病院協会から選出された者 

（３）連携を必要とする地域医療関係機関・団体から選出された者 

（４）群馬大学医学部附属病院から選出された者 

（５）群馬県から選出された者 

２ 本会に議長及び副議長を置き、構成員の互選により定める。 

３ 議長及び副議長の任期は２年とし、再任を妨げない。 

４ 本会は、専門的・技術的事項を協議させるため、下部組織を置くことができる。 

 （会  議） 

第５条 会議は、議長が招集する。 

２ 議長が必要と認めたときは、構成員以外の者を会議に出席させ、その意見を聴くこ

とができる。 

 （事  務） 

第６条 本会の事務は、群馬県と群馬大学医学部附属病院が協力して行う。 

 （会則の改廃） 

第７条 会則の改廃は、会議の議を経て行う。 

 （雑  則） 

第８条 この会則に定めるもののほか、本会の運営等に関し必要な事項は、会議の議を

経て、知事が別に定める。 
 
   附 則 
１ この会則は、平成 30 年 3 月 26 日から施行する。 

２ この会則施行後、最初に互選する議長及び副議長の任期は、第４条第３項の規定に

かかわらず、平成 32 年 3 月 31 日までとする。 
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